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浦添市立仲西幼稚園教諭 仲 星 紀美子 

1  テーマ設定の 理由 

階段にダンゴムシがいるのを 見つけ「階段にダンゴムシがいると 踏みつぶされてしまうよ。 だ 

から土のところに 引っ越しさせたよ。 」とか，いろいろな 虫や バッタをつかまえて「遊んだら あ 

とで逃がしてあ げるよ。 」の子ども達の 声。 不 動物の死に直面した 時に， 「水がなかったから ャ 」 

「餌がなかったから ? 」， 「病気だったんじゃない ! 」等，子ども 達はいろいろと 考え ， 悲しい 

気持ちを表し 野の花を添える 子がいる。 長期欠席していた 子への園からの 手紙を率先して 配達し 

てくれる 子 ，怪我をした 時，消毒液で 手当をしてくれる 子等園生活の 中で子ども達のやさしさが 

よ く見える。 

その反面，飼育動物の 世話や栽培物への 水やり等，クラスのみんなでやっていると ，途中で自 

分の遊びたい 活動へそっと 抜けたりする 子 ，遊びの中でのグループ 意識が強く仲間に 入れてくれ 

なかったり，自己主張ばかりして 柏手の意見を 聞こ う としない 子 ，友だちとうまくかかわって 遊 

べない子等が 見られる。 

何故だろうか ，地域や家庭をとりまく 環境を見てみると ，動物の飼育をしたくても ，周りの都 

合で制限されることがあ ったり，自然とのふれ 合いの場が少なかったりしているのではないだ る 

ぅか 。 また隣近所との 付き合いの希薄，少子化傾向による 兄弟・姉妹・ 友だちとのかかわり 合 い 

が 少ないこと等が 考えられるのではないだろうか。 

これまでの私自身の 保育を振り返ってみると ，性急に指示や 教え込む傾向にあ ったのではない 

だろうか。 そのために子どもの 言葉にじっくり 耳を傾けたり ，一人一人の 良さを見つけて ，場に 

応じた適切な 言葉かけをしていなかったのではないだろうか 等の反省があ る。 そこで子ども 達に 

身近な自然とかかわり ，友だちや教師，地域の 人々とのふれあ いを通すことによって ，やさしさ 
や思いやりの 心が芽ばえていくのではないかと 居 、 う 。 

園生活において 

・一人一人の 幼児の活動の 理解をする。 

・友だちや周りの 人たちとのかかわりをもっ 場の設定と工夫をする。 

・自然とのふれあ いや，飼育動物，栽培物へのかかわり 合いな深める 環境の工夫をする。 

以上のことを 研究すること Ic より， 人 とのかかわりや 自然とのふれあ い，体験を通して 愛情や 

信頼感，思いやり 等が育っていくのではないかと 考え ，本 テーマを設定した。 

一 エー 
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皿 調査研究 
実態調査 

① 調査目的                   家庭における 幼児の生活の 様子と園に望むことについて 把握するために 

保護者に依頼してアンケート 調査を実施した。 
② 調査対象                   園児の保護者 89 名 中 60 名回収 

③ 調査月日                   5 月 1   日から 5 月 10 日 

① 調査方法                   質問紙法 

Ⅲ 家族構成 
l 家族 犠成 

1 家族 百分率 琳成 ①家族の人数 
  

百分 串 
②兄弟・姉妹の 数 

40 40 

30   30 

20   20 

Ⅰ 0  ・ Ⅰ 0 

力 0  1 人 2 人 3 人 兄弟 4 人 致 
笏 0  2 人 3 人 4 人 5 人 6 人 7 文 人 族 の 敏 

。 家族の人数を 見てみると 4 人が 36.6%, 5 人 。 兄弟，姉妹の 数においては ， 2 人が 36.6%? 

が 38.3%, と 多い。 2 人ないし 3 人家族は 18.3  3 人が 38.3%  が最も多く一人っこが 21.6 

% であ るがこの中には 単身家庭が含まれている 経 とかなり少子化傾向もみられる。 

ナ " 
  

  
                                          族 60  ・複合家族の ㏄Ⅰ㎝ 割合 彩 

百分率 
割合 

口 。 ・ """ " 鱒 """ 。 

。 同居している 家族は祖父叔母等で 全体の 10%  に 

すぎない。 核家族がほとんどであ る。 

  40       

彩   6 時 6 時半 7 時 7 時半 時期 

。 幼児の睡眠時間は 子どもの健康と 発達にとって 

不可欠のものであ り，それだけに 正しい睡眠の 
習慣を身につけることは 大切であ る。 起床時間 
をみると 7 時頃 に起きる子が 73. まるで最も多い。 

7 時半頃 起きる子が 8.396 でこれは三年前 (28 朋 
の調査と比べると 少なくなっているので 良い傾 

向が伺える。 

Ⅰ家族構成 人数 の父母の年会   
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(3) 食事について (4) 習い事について 
。 家族全員あ るいは   
母親と朝食をとる い 事をしている 割合 
と 答えた人はそれ 
ぞれ 23% で，兄弟 
姉妹でとると 答え 
た 入も 23%  であ る   

  
「 ， れは仕事の都合 ム計 口 。 

王子どもの食事時 
60  人 

間に合わせること 
が， 難しいとだめだと 思われる。 

。 昼食は母親と 一緒にとる子が 半数以上おり ，その他では 学 。 N 。 、 *" 明、 
童 でとる子が 18% いろ。 ②習い事の内容 "" Ⅰ 

。 夕食は，家族全員そろってが 60% おり，父親と 一緒にとれ 
ないのが 40% の現状であ る。 夕食時に家族そろってという 

内容 人 軟と 割合 

ことは難しいようだ。 父親の帰宅が 遅 い事や， 中には母親 
の 帰宅も遅 い 場合もあ る。 兄弟姉妹だけで 食事をとる人は 
7% おり憂慮すべきことであ る。   

田 口剣道ロバ スイミンク ン 一     d.5   す ． 5   
(5) 遊び友達について   4.5 

S 舶び演珪 について 合計 ぬ人 
百分 申 

。 何らかの習い 事をしている 子が 28896 おり， 週 t 回 

が 13% 週 2 回が 5% とになっている。 内容を見る 

と文字や数字に 関する 塾 へ行っている 子が 32% と 

とかなり多く ，ピアノは 23 ヵととなっている。 友 
Ⅰ 0 達 といっばい遊びたいと 願っている幼児の 大事な   遊びの時間を 割いて 週 2, 3 回 と 習い事をして ぃ 

半故 
る 子もいる。 (6) 幼児の世話をする 人 

。 兄弟と遊ぶ子は 3396 で 友だちと遊ぶ 子は 30% で 6 幼児の世話をする " 一 人 
百分 串 

あ る。 1 人でが 6% 親を相手に遊ぶ 子 13% と文 

だちと遊ぶ機会が 少ない子がいろ。 遊びともだ 

ちについては 家庭や地域社会の 環境が大きくか 

かわっているのではないだろうか。   
  

(7) 園に望むこと   

7 廣に打打こと   

( 車糠 解答 ) 
。 幼児の世話をするのは 母親が R6 一 ヵと最も高く "  " ，父 + づ 

親 19%, 祖母 ¥8% となっている。 核家族が多い 中 

で 祖母 Ic 世話してもらっている 幼児がいることは ， 
降園後 近くに住んでいる 祖父母 宅 へ行っているか 

らであ ろう。 日々世話をしてくれている 家族や周   

ぬ仮 用吉 
りの大人が心にゆとりをもって ，やさしく幼児に 

。 園外 保育 60% で撮も高 ，く 親子のふれあ い行事 偲 ・ 3  かかわっていくことが 大切なのではないだろう ヵ、 

先 ，地域の施設や 人々との交流 43.3%  も望む 
声がやや多い ，子育て (c ついて話し合う 場 乙 ・ 3 

弔 ，保育参観 856 で望む声は少ないせこれらの 

ことから，保護者が 望むことは，園の 周りにあ 
る 公園で自然とのふれあ いをしてほしいことや ， 

遊具や広場で 思いっきり体を 動かして遊んで 欲 
し い との願 い があ ると思われる。 

一 4 一 
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実態調査のまとめ 

幼児の生活や 園に望むことを 調査したことで ，家庭での生活の 様子や過ごし 方 ，保護者の嵐 へ 

望むことを知ることができた。 幼児の生活の 実態においては 少子化傾向にあ りその中で ，人 との 

かかわりかたや 就寝時間，遊び 友だち等について 問題点を見けだし 幼児にふさわしい 生活ができ 

るよう家庭との 連携をとりた い 。 また園では，自然と 触れ合う遊びや 国外保育での 体験など， 場 

と 環境の工夫をして い きたい。 

N  思いやる心を 育てる 

Ⅰ 思いやりの ら 

思いやりの心とは ，相手の立場になって 考えられ，自分も 大切にし人や 物も大切にすること 

であ る。 「思いやり」の 心は親たちや 家族・さらに 保育者から「 思 ひやり」を受けとることに 

よって発達する。 「思いやり」とは 和手の立場に 立って考え，相手の 気持ちをくむ 能力であ る 

からその相手が 子どもであ る時は ， 子どもの立場に 立って考え ， 子どもの気持ちに 共感するこ 

とであ る。 これを「共感性」と 呼んでいろ。 自分がっらさを 感じなければ 相手の つ らさもわか 

らないし， つ らさを乗り越えた 自信がなければ ，相手を思 い やる心の余裕が 生まれない。 

幼児期の思ひやり・ 共感は，幼児を 取り巻く他者との 安定した人間関係が 重要であ る。 客観 

的な関係を理解させる 働きかけと共に ， 子ども自身の 中にあ る情動的な共感を 暖かく見守り ， 

育てる配慮が 大切であ る。 「 思 ひやり」は一人一人の 子どもの良さをもっけられる「思いやり」   

のあ る親や教師になっていくことが ，子どもたちの「思いやり」を 育てることになる。 

2  思いやりのあ る子とは 
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  ・人が困るようなことはし 低い子 ・草花や動物を 大事にする 子 

・相手の立場を 思いやれる 子 ・花や生き物を 喜んで世話のできる 子 

・友だちの事にも 気を配れる 子 ・美しいものに 気づき，感動する 子 
  

・誰とでも 仲 よく遊べる 子 

・人の話が聞ける 子 

期待する具体的な 幼児の姿 

。 友だちと仲良く 遊び自分の思 、 っ た乙とが言え 相手の考えや 気持ちを受け 入れることができる。 

      。 友だちや周りの 人の喜 び やいたみを自分のこととして 感じ，素直に 表現できる。 

 
 

 
 

  
。 困っている友だちに 手をさしのべたり ，わからないことを 教えてあ げたりする。 

  。 動植物に対し ，愛護の気持ちをもって 世話をすることができる。 
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3  園生活の充実を 通して 居 、 いやりの心を 育てる 

幼稚園教育の 墓 栂 ・ ま 「環境を通して 行う教育」とされ ，幼児は園生活を 通してあ らゆる環境 ( 人 

的 ・物的 ) から刺激を受け ， 様々な体験を 通して人間として 生きるための 基礎となる力を 身に 

つけ， 自己を形成していく 場であ るといわれる。 

Ⅲ 充実した園生活を 送るためには 

幼児期にふさわしい 生活の展開 
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。 教師との信頼関係に 支えられた生活が 出来るようにする。 

，興味や関心に 基づいた直接的な 体験が得られる 生活が出来 

るようにする。 

。 友達と ト 分かかわって 展開する生活が 出来るようにする " 

。 幼児期のあ そび 

遊びを通して ，達成感，挫折感，葛藤，充足感を 味わいな 

がら心身の調和のとれた 発達をしていく。 

。 総合的な指導 

遊 ぴを通して幼児が 発達する姿を 様々な側面から 捉え ，幼 

一人一人の発達の 特性に応じた 

指導 

稚園 教育のねらいが 総合的に達成されるようにする。 

  。 一人一人の幼児の 発達の特性やその 幼児らしい行動の 仕方 

  

  

  
これらが基本としてあ げられている。 幼児が適切な 環境の中で自ら 活動に取り組め ，身近な 

自然とかかわったり ，友達や信頼してくれる "  =  教師，たっぷり "  遊べる時間，それらによって "" "  "  "  安定 . 

した園生活を 送ることができると 言えよう。 そのように安定した 中で，幼児は 十分に力をだし 

きることができると 考える。 そこで幼児自らかかわれる 草花，野菜，不動物などを 飼育・栽培 

するなかで，命のあ るものにかかわっているということで ， 自分以外のものに 対するいたわ 

り・思いやりの 心 ・美しいものを 感じる心が育つ。 また友達を求め 自分が受け入れられると ， 

安定して遊ぶことができるようになる。 そしてトラブルが 起きた 時 ，自分や友達がどういう 気 

持ちになるかとい j 経験をすることによって 友達の気持ちを 汲もうとする 心が芽生えてくる。 

また，友達と 共感することで 自分の 力 や存在を確認し ，生き生きと 遊べるのではないだろう ； 、 。 

(2) 家庭・地域との 連携 

幼児の望ましい 発達は，家庭や 地域での生活体験と 園生活での体験の 相乗効果 fc よって図 

られる。 だから，家庭や 地域を含めた 幼児の生活全体を 視野にいれた 国教育が必要であ る。 

そこで 園 と家庭，地域の 連携をとり・ 地域の文化にふれさせ ，これからの 独白の文化を 創造 

し 育てることが 重要だと考える。 

 
 

Ⅰ 
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園 と家庭，地域との 連携内容 

幼稚園は地域の 幼児教育のセンター 的な役割を果たすことを 期待されている。 大切なこと 

は 地域の子供たちが ，いつでも集まって 来ることができたり ，近所のお年寄りが 子供たちの 

様子を楽しみに 見に来てくれたり ，修了 児が 遊びに来たくなったり ，地域で子育てをして ぃ 

る 人たちからも 頼りにされる 幼稚園を目指すこと。 地域の人々との 信頼関係を大切にし 地域 

の生活や文化に 根ざした幼稚園であ ることが保有を 充実させ，家庭との 連携を進めるために 

も 必要であ る。 

幼 稚 園 

幼稚園が幼児教育センター 的役割をもっ 

Ⅰ "   

文書                           (. 同便り ・学級便り ・諸通知 ( 行事の案内等 ) 

相互交換             
  

・お便り 帳 ・欠席 宙 ・絵本貸出しカード ・歯磨き 票 

，連絡メモ ・夏休み生活 票 

帝 弔 " " 舌                         C. 欠席 届 ・臨時教育相談 ・緊急連絡等 

面談，懇談       

  

・家庭訪問 ( 年間，随時 )  . 教育相談 ( 年間，随時 ) 

・学級懇談，個人面談，バループ 面談 

行事                         ，・入園 式 ・親子運動会 ・親子遊具作り ・秋季運動会 

・生活発表会 ・親子もち つ き大会 ・親子給食試食会 

く 幼児学級》…‥・ 講演会 ・保育参観 ・保育参加 ・ PTA 総会 

  

  ・ PTA 活動 ・修了式 地 

・圏外保育 ・清掃活動 ・老人会との 交流 
地域との交流   

) 一 廷 ・教育隣組の 行事への参加 ( 盆踊り，ラジオ 体操等 ) 域 
  

ノ "   
  

家庭は，家族から 十分な愛情や 思ひやりを受けて 安心して過ごせる 心の基地であ る。 

幼児は依存し 安心して過ごせる 家庭生活を通して ，愛情や思いやりの 大切さ，生活して 

いく上で必要とされる 基本的な生活習慣などを 自然に身にっ け ，精神的にもまた 生活 習 

慣の上でも次第に 自立へど向かっていく。 

地域は，身近な 自然環境や社会の 事象及び地域の 人々とのかかわりがもてる 学習の場 

となる。 幼児は，自然な 形で地域の人々との 交流を取り入れることによって ，さまざま 

な生活を体験し 精神的にも育って い { 
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4  幼児理解 

幼児を理解することが 全ての保育の 出発点であ る。 目の前にいる 一人一人の幼児と 直接に触 

れ 合いながら，幼児の 行動や表情から ，その幼児の 良さや可能性，発達するすがた ，心の動き 

などを受け止め ，理解しなければならない。 発達感，保育感に 立って幼児を 理解し保育を 展開 

するためには 

① 良さを捉える 目をもっ 

② 活動の意味を 理解する 

③ 発達する姿を 捉える 

④ 集団と個の関係を 捉える 

⑤ 保育を見直す 

以上の 5 つの点をふまえ 幼児を理解しよりよい 保育を作り出さなければならない。 

幼児理解の万法 

直感的理解                                     その場で対 G することが求められ ，状況や流れを 総合して 個ノ、 の 責 

任で判断し迫っていく。 

省察的理解                                     保育が終わ ，た 後，それを思 い 起こすことにより 話し合や記録を 通 

してみんなで 判断し迫っていく。 

幼児の姿を捉える 一気持ちを理解する 一 遊びを f? 解する - 

生活を理解する 

幼児を理解するとき ，個々とクラス 全体の姿をとらえなければならない。 個 幼児との触れ 合いをとおして 一人一人の幼児の 行動や表現からその 幼 

児の良さや可能性，発達する 姿，心の動きを 受け止め理解すること。 

クラス全体の 姿を捉える視点 

，生活の流れ 

・遊びへの興味 

・友達関係 

・生活への取り 組み方 

5  教師の援助 

幼児の主体的な 宮みを大切にしながら ，幼児が望ましい 方向に向かって 自分の活動を 展開し 

ていけるような 適切な援助を 行うことが大事であ る。 環境を再構成することや ，承認，助言な 

どの直接的な 援助を行 う ことであ る。 

教師の役割 

① 幼児を理解する 

② 幼児との間に 信頼関係を築く 

③ 幼児の行っている 活動の意味を 考える 

① 幼児の内面的な 意欲を高める 

㌧ 
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⑤ 幼児が自分で 乗り越えるために 援助する 

（ 

教師の援助のあ り方 

。 一人一人を受容的に 受けとめ安心感をもたせる。 

  子どもと一緒に 活動するなかで 共感的援助をする。 

  一人一人をよく 理解し ， 個々にあ った言葉のかけ 方を工夫する。 

  子ども達の遊びを 見守りながら 必要な時に励ましたり ，手伝ったりし 子ども 

の成長の方向性を 示すような援助をする。 

  子どもの表面的な 動きを記録するのではなく ，内面的な動きを 見落とさないよ 

うに心がけて 記録をし，次への 手だてとする。 

6  友達とかかわる 力について 

友達とかかわる 力を，友達の 存在 tc 気 づいたり，友達の 行動に心を動かされたり ，さまざま 

な体験をとおして ，まわりの友達に 親しみ，生活して い く 力 であ ると捉えた。 

  る
 

 
 

て
 

し
 

定
 

安
 

 
 

ム
ル
 

緒
 

情
 

 
 係

 
関
 

信
頼
 

の
 

と
 

市
 

 
 教

 

 
 

    周りの環境・ 友達に目をむける ( 友達の遊びを 傍観する )   

ィ   受容を求める ン 教師や友達と 一緒に遊ぶ   様々な感情体験やトラブルを 経験 

しながら友達を 受け入れて い く 

く小 グループで遊ぶ ノ 好きな友達と 一緒に遊ぶ 

  自分の感情や 思い る 相手に 

く 仲間の広がりを 求める ノ 友達とのかかわり 方がわかる 

  る
 

カ
 

わ
 

 
 

よ
ル
 

さ
 

し
 

楽
 

 
 よ

 
遊
 

と
 

達
 

友
 

ノ
 

む
 

し
 

楽
 

を
 

流
 

ル
又
 

-
 
ァ
 

ワ
り
 

同
士
 

プ
 

 
 

1
,
,
 

ノ
 

グ
 

/
 

Ⅰ
 

-
 

つ
 

 
 

 
 身

 

を
 

力
 

る
 

わ
 

か
 
、
 

よ
 
り
 

と
 

連
 
る
 

友
け
 

一 9 一 



園庭・ 園会 見取図 
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( 活動の姿 ) 

( サッカ一 ) 

2 チームに分かれて 遊び， 「 10 対 9 だった。 」と言 う 言葉が聞かれ 得点にも気づいている。 

キックも上手 fC できていた。 H 男が中心になり 分からない子に 教えてあ げる姿が見られた。 

( 固定遊具 ) 

個々の目標に 挑戦していた。 のぼり棒をのぼりた い 1 男は「せんせいおいで ，できないから 

おして，できたり ，できたい。 」と意欲がみられた。 

( 集団遊び ) 

 
 

Ⅰ
 
"
 

か ごめ か ごめ ， だるまさんがころんだ ，はないちもんめ 等の遊びが見られた。 教師が遊びか 

ら抜けるとしぜんに 消滅してしまった。 

( 砂遊び ) 

ビ - チパラソルを 砂場に立てたので「バラシ ， - ト みたい」と言う 丘 どもの声が聞かれた。 

いろいろな遊具を 出したので多くの 子が関わって 集中して遊んでいた。 

レストラン こ 。 っこ             カレーライス ，ふりかけご 飯，アイスクリーム ，ケーキ ( 花を摘んで 

かさっていた ) ざ るそばなどが 作られてい・ た 。 

工 事                                           砂 運び， 砂堀 ，水運び等個々のイメージで 楽しんでいた。 

自分のこれまでの 生活経験を ， 遊びの中で再現していた。 友だちとのかかわりがあ る 丘 とな 

い子が見られたが ，個々の中には 自分なりのイメージで 作ることを楽しんでいる。 まだお互い 

に助け合って ，知恵を出し 合って遊ぶところまでは 至らない。 

( 草花遊び ) 

シロップ クサ で指輪や腕輪，ブローチ 等，身につけて 遊ぶものを作っていた。 アメリカハマ 

グルマで腕輪を 作っていた子は ，すぐ切れてしまうことに 気づき，シロップ クサ で作る姿も見 

られた。 

( 動植物の世話 ) 

水やりは，ほとんどの 子が頑張ってやっていた。 ピーマンの成長や 二ガ ウり の花に 嵐 づき， 

歓声をあ げていた。 ピーマンを一個，二個， と 数え「 f. 個もできているよ。 」 「もっといっぱ 

いかけよう。 」と子どもたちの 会話が聞かれた。 じょうろの水がなくなると ，また水をたらい 

から汲み入れて 何度も水やりをして 花や野菜へのやさしさがみえた。 

ぅき きを一人じめにして 遊んでいる子に ，一緒に仲間に 入って ぅさ ぎとかかわりたいが ，な 

かなか「いいよ」という 返事がもらえず ，チャボとかかわることで 満足気な表情をみせた 子も 

いた。 
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草花遊 び 

ハ
 

 
 

アメリカハマバルマで か きな腕輪を作っている 子がいる。 

T 「とても上手に 結べたね。 」 

C 子 「先生に結び 方を教えてあ げるよ。 」 

C 子は手先を器用に 使い ， 作り方を一生懸命おしえてくれる。 

C 子 「先生手を出して ，飾ってあ げる。 」 

T 「わあ ー すてきねぇ， C 子さんのお母さんは 幸せねぇ，こんなにすてきなものを 作って 

もらえるんだもの。 」 

C 千 「お母さんにもときどき 作ってあ げているよ。 お母さん，とても 喜ぶよ。 」   

話 ながら手に飾ろうとした 腕輪だが，小さいせいかなかなかうまく 飾れない。 そうして 

いるうちに ァプ リ ヵ ハマバルマの 花が首から折れてしまった。 すかさず 

C 子 「先生，ちょっとさっててね。 」と俳をおした。 

向こうの方へかけて 行きしばらくすると ，手にしているのは ，シロップ クサ であ る。 

T 「ど う したの。 」 

C 子 「今度はシロップ クサ で作るの，これで 作ると切れないよ。 」 

T 「まぁそうなの ，出来上がるのが 楽しみだなぁ」 

教師の期待がうれしかったのか ，腕輪と指輪を 作っていた。 

C 子 「せんせい，できたよ ，飾ってあ げる。 」 

T 「うれしいなぁ ，おねが い します。 」 

手に飾ってくれたあ とお礼を言うと ，今度は先ほど 折れてしまったアメリカハ々バルマ 

を拾って花をさらに 指輪にさして 飾った。 

C    子 「ほら…」 

T 「とてもすてきょ。 」 

笑顔で満足気であ る。 身近な草花に 触れて遊んでいると ，自分のイメージをふくらませ ， 

草花に対する 気づきや，やさしい 心情が育っていくのだろう。 

 
 

3
 

 
  

 

 
 



ぅ さぎ小屋のかかわりから 

ぅ さぎ小屋に敷く 枯草を ，ィ モ脚近くから 子ども達と取 づ てきた。 枯草が硬いので 子ども達 

は ， じよう ろで水を少しずつかけている。 教師が硬さの 具合いを手でさわっていると ， 子ど 

も 達も手でさわって 確かめた。 

A 子 「やわらかくなってきたね ，も う すこしお水をかける ? 」 

T 「そろそろいいんじゃないかな。 」 

B 子 「うさぎさんよろこぶれ ，先生じようろの 水，あ まったよ。 」 

T 「あ まった 水 どうしょうか。 」 

B 子 「じゃあ おはなにお水をかけようね。 」 

T 「それはとてもいい 考えね。 」 

子どもの笑顔がこぼれる。 

子ども達は ，ぅさぎ rc, えさをやったり ， ぅ さぎ小屋の掃除をしたり ，かかわって 遊ん 

だりしている。 それらの活動を 通して，うさぎの 寝床に敷く枯草に 関心をもち，教師の 言 

葉かけで，枯草のやわらかさを 千で確かめた。 そして「うさぎさんにとっていたくはない 

かな，やわらかさはい い だろうか。 」というやさしい 心づか い がみられる。 

じよう ろに残った 7k については子ども 自身に考えさせて ，どのようにしたら いい のか， 

生活行動が経験の 中から自然な 形でみられた。 個を認め   誉めることにより 考える力が育 

っていくのではないだろうか。 

  

㌔   

反省と考案 

・ いろいろは遊ぶ 場で友だちと 楽しく遊ぶ姿がみられた。 しかし友だちとうまくかかわっ 

て 遊べない子や ， 遊びの中へ入りたくてもなかなか 言葉かけができない 子への適切な 援 助 

をもっと工夫したひ。 

  遊びの中でトラブルが 起きると自分達で 解決する姿がみられ ，たたかれ，たたきかえす 

場面においては ，幼児なりに 手力 n 減する姿がみられた。 教師からみると 喧嘩のように 見え 

ても子ども達にとっては ，喧嘩ではなく ，例えば物を 取ったり，取られた り ，追っかけた 

り，追っかけられたりと ，一種のゲーム 感覚で遊ぶということもあ った。 

  子ども一人一人の 思 い や行動を把握し ， 日々の活動を 発展させる場と ，環境づくりを 心 

がけて い きたり。 

  子ども達が動植物の 世話をする中で 身近な環境にかかわり ，変化や違い る 発見したりす 

る。 その活動の中で ，やさしさや 思ひやりを認めていきた い 。 

  教師の感性をみがくと 共に，幼児の 発達に必要な 経験を積み重ねていける 幼児期にふ き 

わしい環境の 中で子ども達を 育てていきたい。 
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2
 実践事例 伯兄 と かかわ ろうとしなかった Y 男の変容 

  

""""       

両親，姉の、 二 

( 学童 ) へ 帰る 

  ) , 本人の四人家族であ る。 共働きのため 隣国後はこれまでと 同じ保育園 

。 家では常に母親に 甘えているとのことであ る。 

Y  男 の 様 子 教師の援 助 と思い 末 援助・思い 

( 入園当初 ) 

  母親と一緒に 登 園 するが，泣いて 入室を嫌がる。 教 

師にしばらく 抱っこされると 落ち着き，入室する。 

降 園の時間になると 笑顔が見られる。 

・一週間後，ぐずって 堂園する。 カバンの中にビデオ 

テープが入っており「お 母さんと幼稚園から 帰った 

ら 見る約束をした。 」とのこと，入口に 10 分程座り 

込んでから入ってきた。 

‥泣きながら 花束を持って 登園 する。 しばらくすると 

粘土遊びや亀の 水替えを毎日喜んで 行い，男児 2, 

3 人と一緒に話しながらやるようになった。 

園庭では活発に 遊ぶよ う になり，登り 棒 や雲 悌を上 

手にこなす。 

水話 かけスキンシップで 安定をはかる 

・ ロ への不安が大きいだろうな ，早く 

安心させたい。 

水 Y 男の遊んでいる 様子を見守る。 

・母親との約束の 物を持って来ること 

で， 心の寄りどころとなっているん 

だろうな。 

ネ心動物の世話を 通して興味をもたせ 

友だちとかかわるきっかけをつくる 

  
( 五月 ) 

  連休明け ， 激しく泣いて 登園 する日が続く。 

まわりの友だちは ，なぜだろうと 見守っている。 

  陸圏後，学童へ 行かず母親の 職場へ 2 時間程かけて 

"- く仁 ]" 。 

・伯兄とかかわりをもとうとせず ，自分の興味をもっ 

たこと ( 亀の世話・砂遊び・ボール 遊びなど ) をする。 

，教師が手伝いをたのむと 喜んで行 う 。 ぅ さぎ小屋の 

引越しや，草花の 水かけ， 苗 植え，園長先生への 伝 

言等であ る。 

・クラスのみんなが 集まって活動する 時は一緒になっ 

て 行うが，時々 ，べ ランダ や 隣のクラス ヘ 行ってプ 

ラブラすることがあ る。 声 かけをすると 入室する。 

水母親と家や 学童での様子，園での 様 

子を話し合う。 

串 学童と連携をとり ， Y 男が学童に着 

いたら，園への 連絡の万法として「着 

いたよ。 」という TEL コールを し 

てもら ぅ 。 

・飼育動物とのかかわりで 心の安定が 

はかれると いいな 。 

ホ職員室で副園長先生とのかかわり 合 

いの中で ， 話したり，手伝いをさせ 

ることにより 気分をほぐしていく。 

木 園長先生への 手紙を届ける 仕事から 

自信とふれあ いの場を設ける。 
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Y  男 の 様 子 教師の援助と 9 、 い 木 援助・ 思 、 い 

( 六月 ) 

  クラスの友だちが 同じ学童へ行くようになり ， 降 園 

の時は喜んで S 男 と学童へ帰るようになる。 

降園 時間になると「きょうは ， S 男 と帰るよ ! 」と 

話し。 S 男や他児を リードして 降園 する姿かみられる。 

・ 「先生， き 。 k うは泣かなかったよ。 」と 登園 後， 自 

満 気に話すようになった。 

・砂遊びを始め ， たが，隣のグルーブリ 穴は りに興味を 

もち自からかかわろうとするが ，相ヂ の 同意を得な 

いまま行動してしまう。 うさきとも 遊 ひたいがうま 

く言えずに， T 男には「 どろ ほう。 」と言われて 追 

  っ かけられ。 また，逆に追っかけたりの 繰り返しが 

何度となくあ り，楽しんでいるようでもあ る。 

  ・遊んた後の 片付けを声をかけると 素直にやる。 誉め 

られるとますますがんばってやる。 

  友だちを求め ，伯兄とかかわって 遊ぶ楽しさが 少し 

づっ わかり，表情も 生き生きとしてきた。 

・ S 男が同じ学童に 入ったきっかけか 

ら友だちになれるといいな。 

ネ 一緒に帰る友だちができたことを 喜 

び， Y 男の思いを受け 止める。 

ネ 泣かずに 登園 できていることを 誉め 

認める。 

・ 他 (nD 子の遊びに興味を ボし ， 自分か 

らかかわっていっていろいろな 体験 

をしてほしいな。 

木 あ せらずに Y 刃の遊んでいるようす 

を 見守り，協力しあ っている時は 認 

める。 

一       

考察 

。 泣きながらの 登園や ，母親と離れ 難くしていたのも ， Y 男の自己表現として 捉え自から 他児 

とかかわって い くことを，あ せらずに見守った。 

。 目 竹本位だった Y 円 か， トラブルを起こしながらも 友だちとかかわりをもつなかでルール や 

きまりを少しづつ 知るようになった。 Y 男の成良していく 姿に Y 男 @C 対する周りの 子ども達 

のやさしさや 思いやりが感じとれた。 

や 
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3  実践 ウ例 

全園児とのかかわりの 中から ( おやっの場で ) =4 月三 

( 全園児 89 名 ) 

1  この活動で育っもの 

。 おやっの時間は 楽しいという 期待をもっ。 

。 おやっの場をともにするということで ，多くの友だちとかかわり ， っ ながりを深める。 

。 相手に対する 温かい心情を 育てる。 

。 手洗い，あ いきっ ， 歯みがき，片づけ ，清掃等の基本的生活習慣を 育てる。 

2  活動の背景 

。 幼児は ， 初めての集団生活でおやっを 経験する 子 ，あ るいは保育園生活でおやっや 食事の経 

験をした子等いろいろいろ。 そこで全園児がおやっの 場を同じくすることで 友だちとのか 

かわりや楽しさを 味わい。 基本的生活習慣を 身につけさせる 共通の目的から 行 う ことにし 

た。 また，まわりの 友だちや教師とのかかわりや 援助により友だちとのかかわりやっ な が 

りも深まるのではないかと 考える。 

3  活動のねらい 場所 遊戯 室 時期 4 月 27 日 

  クラスの枠をはずしてかかわる 中で ， 友だちの輪を 広げるきっかけをつくる。 

。 おやっを一緒にとることで ，親しみをもち 相手に対する 温かい心情をそだてる。 

プ
 

"
 

時間   
10 :  00 

  

    
  
  

10 : 30 

 
 

 
 

 
 

 
 

き
ミ
 

口
 ： ロ
 ：
 ロ
 ：
 口
 

口
 ： 
ロ
 ：
 ロ
 ・・
 口
 
 
 

 
 

拭
，
リ
 

お
 

机
皿
ゼ
 

 
 

 
 

 
 

構成   
机の配置 

おぜん 

ク 

  

    口 :: 口     

    口 :: ロ :; 

口
 ：
 口
 

口
 ：
 口
 

予想される幼児の 活動 

。 机を並べる。 

。 好きな場所へ 椅子を持ってくる。 

。 各バループ 6 人 づつ 座る。 

  当番をしたい 子の活動 

，机の上を拭く 

， 各バルーブにミルクとゼリー 

を配る。 

。 「いただきます」のあ いさつを 

して食べ始める。 

。 全員そろって「ごちそうさま」 

のあ いさつをして 片づける。 

。 室内の清掃をする。 

教師の援助 

。 「きょうは， どんなおやつ 

かな」と声をかけ 期待をも 

たせる。 

  自分の席を決めかねている 

子には，子ども 達に誘うよ 

う に 声 かけをする。   

。 机の上をきれいに 拭くこと 

を気づかせ，清潔になった 

机の上におやつを 並べるよ 

う 習慣づけて い く。 

  グループのミルクやゼリー 

が人数分そろっているか 気 

づかせる。 

。 楽しい雰囲気の 中でおやっ 

を食べることができるよう 

にする。 

。 皆で協力して ，片づけや清 

掃をするよ う声 かけをする。 
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活動の展開 

幼児の心情及び 活動 

みんなで机を 並べ，おやっの 準備を始める。 

教師 の 援助 

ゆっくりと時間をとり ，ゆとりをもって 

「 000 一緒にやろう。 」と声をかけている。 

机の準備ができると ，椅子を自分の 座りたいとこ 

準備ができる よう に手助けをする。 

ろへ持ってくる。 

「 0 ① 0 どこに盛るか」と 聞きながら場所を 決め 

ている子もいる。 

  
  

  

    「きょう ， お手伝いをしたいお 友だちは 
  

i かませんか。 」 

当番になった 子は ， 机を拭いたあ とミルク やゼリ l 「 机 拭きからお願いします。 」 

一 を配膳する。 

どこに座ったらいいのか 迷っている子か ， 2 ～Ⅰ い 子への声かけをする。 

大 いる。 

「座るところがない。 」 

  

・「ここさん 困っています 0 」と子ども 達 
「ここ空いているよ。 」と子ども達の 声。   に 気づかせる。 

「こっちに来て ， こっち， こっち。 」   

6 人そろっていないバループからの 声かけがあ る。   「みんなしんせ つね ，仲間に入れてくれ。 
  

て O - l 

おやっを「 1, 2, 3,- 」と数え ， 確かめる。       

みんなで「 い ただきます。 」のあ いさつをする。 

ゼリ一の種類が ，ぶど う ， りんご，みかん ， レモ 

ンとあ り，子ども同士好きなものを 二個選んでい 

る。 「一個はぶどうがほしい…」 「私二個あ るか 

ら 一個交換する ? 」 「うんあ りがとう。 」と交替 

しながらたのしく 食べている。 

「ごちそうさま」全員そろってあ いさつをする。 

「 り "C さんやさしいれ ，交換してあ げる 

って偉いなぁ」 

「やさしい 子 って，先生大好きよ。 」 

楽しい雰囲気の 中でおやつを 食べれるよ 

うに配慮する。 

  

田 

Ⅰ反省・評価   

。 自由に席を選び ， 多くの友だちとのかかわりがもて・ っ ながりができたよ う に見受けられ 

  る 。 またみんな静かに 話を聞くということが 上手になってきた。 

。 空いている 席へ 誘ったり，相手への 気持ちを考えてあ げたり，やさしさや 思いやりがみら 

れた。 
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Ⅴ 

馬の ス テ ンキ ー と遊ぼ う 

5  実践卒倒 

春の遠足の時，父母の 御好意で子ども 達が 馬と 触れ合ったり ，馬車に乗せてもらったりする 

ことになった。 家で飼っている 馬に幼稚園生が 乗って楽しんでもらえたら                   という気持ち 

からであ る。 幸い遠足地の 宮城公園は広場があ り，この機会に 身近に子ども 達が馬と触れ 合う 

体験ができる 良い機会であ った。 子ども達は ，馬 との出会と遠足の 喜びが重なって ，大 へん期 

待した。 当日は・天気に 恵まれ，公園内を 散歩して周りの 自然を観察したり ，遊具で遊んだり 

して   馬 ( ボニ一 ) の到着を待った。 「ポニーはまだ 来てな い の。 」と何度となく 子ども達は聞 

く。 しばらくするとポニーが 到着した。 みんなが集まりポニーや 馬車への乗り 方の話の中で ボ 

ニ 一の名前を紹介した。 「 ポ ニ一の名双はステンキーと 言います。 」ステキ等と 思いながら， 

子ども達はステンキーとしっかり 名前をおぼえた。 早 く馬車に乗りたい 気持ちと，反面 ホニ一 

って恐くないかな ? という不安をもつ 子もいた。 いよいよ順番に 並び 4 人 づつ 乗ることになっ 

た。 ステンキ一のからだに 触ったり，たてがみを 撫でたり，馬車に 乗せてもらったりすると 

「ステンキⅠあ たたかが。 」 「さるい目がかわいい。 」 「鼻の穴が大きいよ。 」 「歯が大き 

いから恐 い - 」 「 ベロ が長くて恐いなあ 。 」等と 口 々 に言っている。 「もっと乗りたのよ。 」 

「おもしろかった。 」 「背中に乗ってみたい。 」 「小さいのに 力持ちね。 」と感じる子もいる。 

子ども達の中には ，初めて馬を 見たり，触れたりした 子もおり，また 馬車 @c 乗った体験は 感動 

したようだ。 

Ⅴ 

翌日，子ども 達は - 、 テンキ一の話でもちきりだった。 いろいろな話の 中から「ステンキ 一の 

絵を描きたい。 」ということになり ，一人，二人と ， 描き始め十人程が 描いていた。 すると「 手 ・ 

紙を送ろう。 」 「 絵 と手紙をステンキ 一にプレゼントしたらいいんじゃない。 」ということに 

なった。 

Ⅴ 

後日，手紙は 誰が書こうかということになった。 「私，字が書けるから 書く。 」となの子が 

言った。 手紙の内容は ， 「すてんき 一 くんげんきですかえんそくのとき @C ばしゃにのせてくれ 

てあ りがとうすてんき 一 はおと う さんはいますかおおきくなったらこどもをうんでまたあ そび 

にきて く ださいね。 」と書いてあ る。 

Ⅴ 

絵 と手紙をどのように 送ろうかということになった。 「郵便で送ろう。 」ということもでた 

が， 「はと組の H 君に渡したらいいよ。 」と決まり，さっそくはと 組へいってプレゼントを 託 

した。 

考察 

馬と触れ合い ，馬車に乗った 体験は ， 子ども達にって 感動し ， 絵を描いたり 手紙を書いてプ 

レゼントをしたいという 気持ちにつながったようだ 0 馬への思いや ，やさしさが 手紙の中の「 こ 

どもをうんでまたあ そぼうね。 」という言葉になり ，また H 君の父母へ・ 協力への感謝の 気持 

ちがもてたようだ ゃ 
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馬の ステンキ一に 協力してもらったお 母さんからのお 便り 

主人は人の馬好き 

幼い頃 ，馬を飼ったことがあ るということで ，今でもその 時飼っていた   馬のこ 

とが忘れられず 現在も馬を 2 頭飼っています。 そんな主人の 夢は多くの人に 馬 

の 良さ，おもしろさを 知ってもらい ，馬の好きな 仲間をたくさん 作り ，   馬と 触 

れ 合って遊ぶことです。 

今は家族で ， 晴れた休みの 日等は海に馬を 運んで楽しんでいます。 

今回，幼稚園の 遠足に参加させてもらったのは ，子供達に馬と 触れ合って楽し 

んでもらいたい 気持ちからでした。 私達が思った 以上に子供達に 喜んでもら い 

またたくさんの 子供達の笑顔をみることができとても 楽しい日でした。 

泣く子もなく「もっと 乗りた い 。 」と言 う 子供達， 「これで馬の 好きな子がた 

くさん出来るといいなぁ。 」と主人は話していました。 

H S のお母さんより 
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Ⅰ 

Ⅶ 研究の成果と 今後の課題 

]  研究の成果 

Ⅲ幼児の生活の 実態把握と園に 望む事柄を捉えることができ ，幼児にふさわし い 生活を考え， 

保育の場と環境を 工夫し，さらに 援助の仕方に 生かすことができた。 

(2@  「思いやり」は 日々の国生活の 中で友達や教師，まわりの 環境と関わって 育つところが 大 

きいと感じた。 言葉や態度，教師のモデリンバによって ， 見たり聞いたり 体験したりするこ 

とにより育てられていくものではないかと 思 う 。 

f3) 家庭や地域との 結びっきで園生活にうるおいがでて 幼児 か 人とかかわる 場 ，圏外保育や 園 

の周りの接点で 思いやる心の 芽かでてきた。 

2  今後の課題 

Ⅲ不動物の飼育や 園庭の飼育小屋の 設置の下夫・ 色々な草花の 栽培等を通して 子供をとりま 

く環境を，もっと 豊かなもの fc していきた い " 

@2) 一人一人の幼児の 内面を捉え理解をし ，育ちに合った 適切な援助ができるように 実践して 

いきたい。 

おわりに 

短，く 感じた四ヵ月，私なりの 研修ができました。 ご指導下さいました 宮城久子指導主事はじ 

め 各指導 且 事の先生方・ 教育に熱意あ ふれる前田 貢 所長，諸兄 里稔 係長，事務の 皆様，研究員 

の仲間に心より 感謝申し上げます。 保育実践においては 共に研究を進めこ 協力頂きました 仲西 

幼稚園の先生方に 深く感謝申し 上げます。 
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